
広報 奥出雲7 広報 奥出雲 6

▲「仁多乃炎太鼓」の勇壮な演奏
▲賛同者署名簿を吾郷弘章雲南警察署
　交通課長に手渡す景山自治会長（左）

▶（
上
段
右
か
ら
）内
田
さ
ん
、川
角
さ
ん

　
（
下
段
右
か
ら
）田
食
さ
ん
、石
田
さ
ん
、小
早
川
さ
ん

▲三沢地区の座談会の様子

▲導入したアルミステージ
　（阿井地区福祉振興協議会）

▲修繕した神輿
　（下阿井押輿まつり保存会）

懐かしの名車が続々と通過！懐かしの名車が続々と通過！
RALLY NIPPON 2014RALLY NIPPON 2014

▲歓迎を受けるＪＡＧＵＡＲ ＳＳ１００（1963年式）の
　ドライバー
▲歓迎を受けるＪＡＧＵＡＲ ＳＳ１００（1963年式）の
　ドライバー

　

十
一
月
二
十
三
日
、
町
民
体
育
館
に

お
い
て
太
鼓
祭
「
ど
ん
ど
ん
奥
出
雲
」

が
奥
出
雲
太
鼓
祭
実
行
委
員
の
主
催
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
成
保
育
所
、
阿
井
幼
児
園
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
か
わ
い
ら
し
い
演
奏
や

地
元
で
活
動
し
て
い
る
「
仁
多
ま
い

ず
」
「
仁
多
乃
飛
炎
太
鼓
」
「
仁
多
乃

炎
太
鼓
」
の
ほ
か
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
国
内
外
で
公
演
を
行
う
プ
ロ
和
太
鼓

集
団
「
舞
太
鼓
あ
す
か
組
」
の
素
晴
ら

し
い
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
を
埋
め
つ
く
し
た
約
六
百
人
の

来
場
者
は
、
胸
に
響
く
迫
力
あ
る
演
奏

と
、
華
麗
で
力
強
い
ば
ち
さ
ば
き
に
魅

了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
七
日
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
パ
ー
ス
市
で
開
催
さ
れ
た
Ｕ
‐

16
（
十
六
歳
以
下
）
ホ
ッ
ケ
ー
国
際
大

会
と
、
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
大
阪
市

で
開
催
さ
れ
る
全
国
都
道
府
県
対
抗
中

学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
、
仁
多
・
横

田
中
学
校
の
生
徒
が
代
表
選
手
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
日
、
役
場
仁
多
庁
舎
で

激
励
式
が
行
わ
れ
、
勝
田
町
長
か
ら

「
代
表
選
手
の
皆
さ
ん
は
町
の
誇
り
。

チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
と
親
睦
を
深
め
、

持
っ
て
い
る
力
を
存
分
に
発
揮
し
て
ほ

し
い
」
と
励
ま
し
の
言
葉
と
激
励
金
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

和
太
鼓
の
魅
力
を
満
喫

「
ど
ん
ど
ん
奥
出
雲
」開
催
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ホ
ッ
ケ
ー
国
際
大
会
Ｕ
‐
１
６　

ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
日
本
代
表

田
食
　
日
向
さ
ん
（
仁
多
中
・
三
年
）

「
こ
れ
ま
で
支
え
て
き
た
方
々
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
全
力
で
プ
レ
ー
し
た
い
」

石
田
　
彬
帆
さ
ん
（
仁
多
中
・
三
年
）

「
キ
ー
パ
ー
と
し
て
的
確
な
指
示
を
出
し
、

悔
い
の
残
ら
な
い
プ
レ
ー
を
し
た
い
」

小
早
川
志
穂
さ
ん
（
横
田
中
・
三
年
）

「
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、最
高
の
プ
レ
ー
を
し
た
い
」

全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会　

島
根
県
選
抜

内
田
　
夏
輝
さ
ん
（
仁
多
中
・
三
年
）

「
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、速
攻
攻
撃
や
相
手
の

コ
ー
ス
を
潰
す
ブ
ロッ
ク
を
頑
張
り
た
い
」

川
角
　
純
平
さ
ん
（
仁
多
中
・
二
年
）

「
体
全
体
を
使
っ
た
強
い
ス
パ
イ
ク
や
積
極

的
な
レ
シ
ー
ブ
で
チ
ー
ム
に
貢
献
し
た
い
」

ホ
ッ
ケ
ー
国
際
大
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
全
国
大
会

町
内
の
中
学
生
が
出
場

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
建
設
的
な
意
見
や
要
望
を
直
接

伺
い
、
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
座

談
会
が
、
十
月
二
十
三
日
の
布
勢
地
区

を
皮
切
り
に
、
各
地
区
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

座
談
会
に
は
自
治
会
長
を
中
心
に
地

区
の
住
民
が
参
加
し
、
そ
の
地
区
が
抱

え
る
三
つ
の
重
点
意
見
・
要
望
を
基
に

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
座
談
会
で
話
し
合
っ

た
重
点
意
見
要
望
の
内
容
と
そ
の
回
答

に
つ
い
て
は
、
町
広
報
一
月
号
に
併
せ

て
自
治
会
回
覧
を
す
る
予
定
で
す
。

　

八
川
地
区
の
八
川
本
郷
自
治
会
で
、

交
通
安
全
対
策
の
新
た
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
十
一
月
二
十

日
、
八
川
本
郷
公
会
堂
で
発
動
式
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
今
年
の
十
二
月

一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
十
一
月
五
日

ま
で
の
１
８
０
０
日
の
間
、
自
治
会
内

の
運
転
免
許
保
持
者
が
無
事
故
無
違
反

を
共
通
の
目
標
に
掲
げ
、
全
員
が
ゴ
ー

ル
ド
免
許
取
得
を
目
指
す
も
の
で
、
県

内
で
も
珍
し
い
取
り
組
み
で
す
。

　

景
山
明
自
治
会
長
は
「
取
り
組
み
を

通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
命
を
守

り
元
気
に
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
、
参
加
者
全
員
で
趣
意
書
を
読
み

上
げ
交
通
安
全
を
誓
い
ま
し
た
。

◆◆平成２６年度宝くじコミュニティ助成事業◆◆
コミュニティ活動に必要な備品が整備されました
　宝くじコミュニティ助成事業は、宝くじの収入を財源と
し、地域のコミュニティの健全な発展を図るためのもので、
㈶自治総合センターが宝くじの社会貢献事業の一環として
行っています。
　今年度、助成事業により阿井地区福祉振興協議会にアル
ミステージが導入され、下阿井押輿まつり保存会の飾り神
輿が修繕されました。
　なお、コミュニティ助成事業には、次の事業があります。

　①一般コミュニティ助成事業
　②コミュニティセンター助成事業
　③地域防災組織育成助成事業
　④青少年健全育成助成事業
　⑤地域の芸術環境づくり助成事業
　⑥地域国際化推進助成事業
　⑦活力ある地域づくり助成事業
【お問い合わせ先】
　　役場 総務課総務グループ　
　　有線：3 1 - 5 2 2 4  / 電話：5 4 - 2 5 0 5

八
川
本
郷
自
治
会

１
８
０
０
日
間
、無
事
故

　
　

無
違
反
を
目
指
し
て

住
み
よ
い
町
を
目
指
し
て

各
地
区
で
町
政
座
談
会
開
催
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ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
愛
好
家
が
１
９
２

０
年
代
か
ら
70
年
代
の
名
車
で
国
内
の

世
界
遺
産
や
文
化
遺
産
を
巡
る
イ
ベ
ン

ト「
ラ
リ
ー
ニ
ッ
ポ
ン
」。
今
回
は
、
福

岡
県
の
太
宰
府
天
満
宮
か
ら
京
都
府
の

上
賀
茂
神
社
ま
で
を
四
日
間
か
け
て
走

り
ぬ
く
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
七
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
六
十

三
台
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
一
行
は
、
八

日
の
十
時
頃
に
三
井
野
原
の
ル
ー
プ
橋

を
通
っ
て
奥
出
雲
町
へ
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
の
Ｊ
Ｒ
出
雲
横
田
駅
で
は
、
駅

前
商
店
街
の
方
々
が
出
迎
え
、
ス
タ
ン

プ
を
押
し
仁
多
米
や
お
菓
子
な
ど
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
、
希
少
な
名

車
を
一
目
見
よ
う
と
大
勢
の
人
が
集
ま

り
、
続
々
と
通
過
す
る
珍
し
い
車
に
歓

声
を
上
げ
て
歓
迎
。
ド
ラ
イ
バ
ー
も
手

を
振
っ
て
応
え
、
ラ
リ
ー
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
一
行
は
、
亀
嵩
温
泉
玉
峰
山

荘
で
昼
食
の
後
、
さ
く
ら
お
ろ
ち
湖
を

経
由
し
出
雲
大
社
へ
。
懐
か
し
の
名
車

が
秋
の
奥
出
雲
路
を
彩
る
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

る
び


